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図形の重心に対する感覚を豊かにする教材の提案

～正方形，長方形，L 字型図形の重心を見つける活動を通して～

納土 恵美香¹，山路 健祐²

小学校５・６年生を対象に，正方形，長方形，および 2 種類の L 字型図形の重心を見つけるという教

材を提案し，実践を行った。画用紙に正方形，長方形，L 字型図形を作図して切り取り，その画用紙に

セロハンテープを使ってたこ糸を固定し，つり下げた画用紙が地面と水平になるか否かということから，

重心のおおよその位置を予想し，作図によって重心を見つけるという算数的活動を通して，図形の重心

に対する感覚を豊かにすることを目指した。本論文では，その授業実践の結果を報告する。

＜キーワード＞重心，正方形，長方形，L 字型図形，算数的活動

1．はじめに

小学校５・６年生を対象にした企画「わくわく

算数アドベンチャー」において，岐阜県大垣市ス

イートピアセンターで実践を行う機会を頂いた。

１日２時間の企画である。この企画の目的には，

子どもの算数に対する興味・関心を一層高めるこ

とがある。そこで，小学校における算数の授業，

また中学校，高等学校における授業においても苦

手意識を持つ子が多いと思われる「図形」の領域

で教材を考えることとした。

今回の教材に取り入れたのは図形の「重心」に

関する内容である。小学校から高等学校までの算

数・数学においては，高等学校数学において重心

を取り扱うが，小学校，中学校では取り扱わない

内容である。「重心」は，高等学校数学「数学Ａ」

の「(3)図形の性質」における「(ア)三角形の性質」

において三角形の重心で学習する内容である。

だからこそ，小学校，中学校段階で体験的に図

形の重心について学ぶことは，図形の性質の理解

をうながす素地になると考えた。

また，どんな平面図形においても重心は存在す

るが，重心は必ずしも図形の内部に存在するわけ

ではないという点は，自分自身もそうであったよ

うに算数に対する興味を高めるであろうと考えた。

以下にその授業実践の結果を報告する。

2．研究の目的

図形の感覚を豊かにするためには，数学的な視

点を明確にした上で，算数的な活動を通して，体

験的に学ぶことである。特に，図形の領域では，

性質を言葉として覚えることは意味がない。ここ

でいう，数学的視点を明確にしてとは，何の目的

や意識もなく，図形にふれさせても，育てたい図

形の感覚は，育くまれにくいということである。

視点をもって，図形にふれたり，考察したりする

体験的な活動を通して，子どもの中に，イメージ

をともなった感覚が育くまれ，後に性質として学

んでいく中で，言葉とむすびつき，理解を深めて

いくのだと考える。

そこで，小学校，中学校では扱われない図形の

重心に着目し，高等学校で図形の性質を学んでい

くための素地として，重心に対する図形の感覚を

豊かにする教材の開発を研修目的として究明して

いくこととした。

¹岐阜大学教育学部

²岐阜大学教育学部附属中学校
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3．教材について

まず，「重心」について述べる。

高等学校数学「数学Ａ」の「(3)図形の性質」にお

ける「(ア)三角形の性質」において，「重心」は，

と定義されている。

本時の授業対象者は，小学校第５学年と第６学

年であるため，「重心」という用語を取り扱わず，

「つり下げられる点」として表現する。

今回の授業で取り扱う図形は，正方形，長方形，

Ｌ字型図形①(重心が図形の内部にあるもの)，Ｌ字

型図形②(重心が図形の内部にないもの)の４種類

である。それぞれの重心の求め方は以下の通りで

ある。

(1)正方形

正方形の重心は，

・対角線の交点

・正方形の面積を2等分する2直線の交点

として求められる。

(2)長方形

長方形の重心についても前述の「(1)正方形」の重

心と同様にして，

・対角線の交点

・長方形の面積を2等分する2直線の交点

として求められる。

(3)Ｌ字型図形①(重心が図形の内部にあるもの)

Ｌ字型図形の重心は以下の手順に従って求めるこ

とができる。

(ⅰ)Ｌ字型図形を2つの長方形Ａ，Ｂに分ける。

→

(ⅱ)(ⅰ)で分けた長方形ＡとＢそれぞれにおいて

重心a,bを求める。

→

(ⅲ)2つの長方形の重心a,bを結び，線分abを引く。

(ⅳ)線分abを長方形Ａ，Ｂの面積比で内分する

上記の(ⅰ)～(ⅳ)の手順で求めた内分点がＬ字

型図形の重心である。しかしながら，平面図形の

面積比を学習するのは，中学校第3学年の「Ｂ図形」

領域における「図形の相似」分野であるため小学

校５・６年生を対象にした本時，これを取り扱う

のが困難である。

そこで，今回の授業で取り扱うＬ字型図形は，

面積比が１：１である２つの長方形を組み合わせ

たものとする。(より分かりやすくするために，面

積比が１：１である２つの長方形は合同なものを

取り扱うことにする。)

→ →

「重心」…物体あるいは質量系において，各部分・

各頂点にはたらく重力の合力の作用点。質量の中

心と一致する。重力の中心。

三角形の各頂点と対辺の中点を結ぶ線分の交点

Ａ

Ｂ

Ａ Ｂ
Ａ

Ｂa

b

a

b

a b
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よって，本授業内においてはＬ字型図形を形と

大きさが等しい(合同な)2つの長方形に分け，2つ

の長方形のそれぞれについて求めた重心同士を結

んだ線分の中点がＬ字型図形の重心になる。

(4)Ｌ字型図形②(重心が図形の内部にないもの)

Ｌ字型図形②の重心についても(3)Ｌ字型図形

①と同様な手順で求めることができる。

授業内で取り扱うＬ字型図形②に関しては，面

積比が１：１の2つの長方形で構成されるＬ字型図

形で，重心がＬ字型図形②の内部に存在しないも

のを準備する。

よって，子どもたちは，Ｌ字型図形を形と大き

さが等しい(合同な)2つの長方形に分け，分けた2

つの長方形それぞれにおいて重心を求め，求めた

重心同士を結んだ線分の中点を求めることで重心

を求める。

以上のようにして，求めた重心が図形の内部に

ないことを確認することで，図形の内部に重心が

ない図形の存在を確認することができる。
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４．指導の展開

(ねらい)長方形の重心を見つける活動を通して，重心の求め方を理解し，それを応用してＬ字型図形の

重心を求めることができる。※授業内では「重心」を「つり下げられる点」と表現する。

過程 ねらい 学習活動 指導援助

導

入

展

開

ま

と

め

○「つり下げられる点」

を理解することができ

る

○糸を使って見つけた

「つり下げられる点」を

作図によって見つける

ことができる

○「つり下げられる点」

がどのような点にある

かということを言葉で

説明することができる

○L 字型図形①の「つり

下げられる点」を見つけ

ることができる

○作図によってL字型図

形①の「つり下げられる

点」を見つけることがで

きる

○「つり下げられる点」

はどのような場所に存

在するのか，またどのよ

うな作図によって見つ

けられるかということ

を考えることができる

○図形内に「つり下げら

れる点」がない図形が存

在することを理解する

ことができる

1. 「つり下げられる点」の定義を知る

「つり下げられる点」

⇔図形が水平に(傾かずに)１点でつり下げ

られる点

2．糸を使って正方形と長方形の「つり下げ

られる点」をみつける

＜正方形＞ ＜長方形＞

(予想される子どもの反応)

・図形のど真ん中にある

・対角線の交点にある

・面積を縦半分にする線と横半分にする線

の交点にある

3.他の図形についても成り立っているか否

かを調べる

＜L 字型図形①＞

4．図形内に「つり下げられる点」がないＬ

字型図形の存在を知る

＜L 字型図形②＞

・図形を糸でつり下げて

いるところを実際に見

せることで，傾かずにつ

り下げられている状態

をイメージさせる

・実際に糸で図形をつり

下げられる活動を通し

て，「つり下げられる点」

を見つけさせる

・「つり下げられる点」

が図形のど真ん中にあ

るというイメージを持

つ児童に対して「作図し

て求められるかな？」な

どの声をかけることに

よって，「つり下げられ

る点」の求め方を考えさ

せる

・まずは実際に糸でつり

下げられることによっ

て「つり下げられる点」

が存在することを確認

させるとともに，「つり

下げられる点」の位置の

イメージを持たせる

・作図によって L 字型図

形「つり下げられる点」

を求められることがで

きた児童に対しては，L

字型図形②を提示して，

「つり下げられる点」を

求めさせる

(性質)

図形の「つり下げられる点」はその図形

を構成する２つの図形にあるそれぞれ

の「つり下げられる点」同士を結んだ線

分の真ん中の点にある。
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5．子どもたちの活動の様子

下記は授業内で使用した学習プリントである
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授業の導入で，本時取り扱う「重心」について

の説明を行った。図形をたこ糸でつり下げた場合

を実際に見せることで，「つり下げられる」という

状態がどのような場面であるかということを提示

した。ここで，「つり下げられる点」が「図形を水

平に(傾かずに)1点でつり下げられる点」であると

いうことを説明した。水平に(傾かずに)という状況

をきちんと理解してもらうために，どのような状

態であるのかということも示した。次に３～４人

を１グループとし，グループごとに図形の重心を

見つける活動に入った。

(1)正方形

まず，学習プリントに添って一辺が5㎝の正方形

を画用紙に作図して，はさみで切り取る。この際，

コンパスを用いた90°の作図は未習の内容である

ため，直角は分度器を使って角度を測って作図す

る。作成した正方形セロハンテープでたこ糸を固

定し，実際に画用紙をつり下げてみることで，つ

り下げられているか否かを見る。この際，軽量な

画用紙上にたこ糸をまっすぐ固定することが予想

以上に難しく，テープの重みも考慮しながら，工

夫してたこ糸を固定していた。画用紙で作成した

正方形を実際につり下げてみることで，「つり下げ

られる点」を予想し，その点がどのような点であ

るのかということを作図によって確かめた。この

際，対角線の交点が「つり下げられる点」である

と考える子もいれば，正方形を縦に半分にする直

線と横に半分にする直線との交点が「つり下げら

れる点」であると考える子，さらには，面積に着

目し，正方形の面積を2等分する2直線の交点が「つ

り下げられる点」であることに気付く子もいた。

(2)長方形

「(1)正方形」における「つり下げられる点」を

見付けることができた子から順に長方形における

「つり下げられる点」を「(1)正方形」の時と同様

な手順で求めていった。「つり下げられる点」の求

め方についても正方形と同じように見つけていた。

(3)Ｌ字型図形①

授業の後半から全グループ一斉にＬ字型図形①

の「つり下げられる点」を求める活動に入った。

授業前半の「(1)正方形」「(2)長方形」と同様に，

学習プリント従ってＬ字型図形①を画用紙に作図

し，切り取り，セロハンテープでたこ糸を固定し，

実際につり下げてみる活動を通して，「つり下げら

れる点」を見付けていった。正方形や長方形に比

べて「つり下げられる点」の予想を立てることが

難しかった様子で，子ども達は何度も何度もたこ

糸を固定する場所を変え，少しずつ位置をずらし

て調整しながら「つり下げられる点」を求めてい

った。次に，Ｌ字型図形①を実際にたこ糸でつり

下げることで見つけた「つり下げられる点」を作

図で求める活動に入った。どう作図していったら

良いのか，という点で困っている子どもがほとん

どであったが，グループにいる補助員の「さっき

はどうやって点を見つけたの？」や「Ｌ字型図形

は長方形のようには考えられないのかな？」とい

った声かけにより，長方形に分けて考えることが

出来ていた。Ｌ字型図形を2つの長方形に分けるこ

とができた子ども達は，スムーズに2つの長方形そ

れぞれの「つり下げられる点」を見つけ，2つの「つ

り下げられる点」と，実際につり下げてみること

で見つけた「つり下げられる点」をよく見比べて

いた。これらの考察から，Ｌ字型図形①を2つの長

方形に分けてそれぞれについて求めた「つり下げ

られる点」同士を結んだ線分の中点と，実際につ

り下げる活動を通して見つけた「つり下げられる

点」が一致することを発見した。「つり下げられる

点」を見つけられたことに喜ぶ子どもが多く，作

図によって見つけることができた点にもう一度，

たこ糸を固定して図形をつり下げている子どもの

姿もあった。

(4)Ｌ字型図形②

「(３)Ｌ字型図形①」の内容を生かし，ほとんど

の子どもが手際よく作業を進めていった。「つり下

げられる点」を見つけるためにたこ糸を固定する



岐阜数学教育研究

168

位置を変えたり，テープの重さによるバランスを

気にしたりしながら，試行錯誤していた。何度か

位置を変えてＬ字型図形②をつり下げてみてもう

うまくつり下げることができないことから，「(3)

Ｌ字型図形①」で行った作図をＬ字型図形②で行

う子どもが現れ始めた。Ｌ字型図形②における作

図の結果，図形の外部に「つり下げられる点」が

できることから，つり下げることができないと考

える子どもが増えた。中にはセロハンテープを図

形外部にも伸ばして張り，たこ糸を固定してつり

下げることで「つり下げられる点」が図形の外部

に存在することを見せてくれる子どももいた。

授業の最後に，全体交流の場を設けて，どのよ

うに「つり下げられる点」を見つけたかというこ

とを発表してもらった。そして，Ｌ字型図形②は

「つり下げられる点」が図形の内部には存在しな

いことを確認した。そして，Ｌ字型図形の「つり

下げられる点」の正しい求め方として，どんなＬ

字型図形でも「つり下げられる点」を見つけられ

るようになるためには，面積に関する中学校第３

学年で学習する内容が必要になることを補足で説

明した。

6．授業のまとめと今後の課題

2時間という限られた時間，また，取り扱う内容

の基盤となっているのが中学校第３学年から高等

学校数学の内容ということもあり，難易度の高い

授業であったにも関わらず，進んで作業に取り組

む姿，活動を楽しむ子どもの姿が多く見られた点

は本当に良かったと感じている。ただ，今回の画

用紙で作成した図形にセロハンテープでたこ糸を

固定し図形をつり下げるという活動には改善が必

要であったと考える。画用紙の軽量さに対して，

セロハンテープとたこ糸の重量が影響しすぎてし

まった点において，子どもにとっては作業が難し

かった。また，たこ糸をセロハンテープで固定す

ることに関しても，画用紙に対して垂直に固定す

ることに苦戦していた子どもが多くいたため，も

う少し考慮する必要があった。

授業全体を通して，子どもの作業時間は長かっ

たため，図形をじっと眺め，考えることができた

のではないかと思う。加えて，実際につり下げて

みて「つり下げられる点」を予想するという手順

も，目で見て「つり下げられる点」をみつけるこ

とができたこと，つり下げられている状態をより

具体的に考えられたことは良かったと感じでいる。

Ｌ字型図形の「つり下げられる点」の求め方に

ついて，イメージをもっとしっかりもたせられる

ような説明ができたら良かったと思う。その点を

どう伝えていくかということ，さらには，今回扱

った「重心」に関する教材をもっと既習の内容に

結び付け，子ども達の今後の算数・数学に生かせ

るような内容にすることで子どもたちの算数・数

学に対する興味・関心を引き立てられる教材に改

善していくことが今後の課題である。

7．終わりに

授業内容については，難易度の高いものとなっ

たが，実際に図形を扱っていく活動を通して，子

どもたちが算数・数学に対する興味を持ってくれ

れば幸いである。
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